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第２回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

「
食
」
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
策 

第
２
回 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

経
済
・
雇
用
動
向
と
も
「
悪
化
」
予
測
は
ゼ
ロ 

　
　
　
―
広
が
る
景
気
回
復
の
す
そ
野
― 

ゆずジュース「ごっくん馬路村」 

 

今
年
度
第
二
回
の
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
「
食
」
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

   

「
米
」
を
使
っ
て
雇
用
創
出 

 

地
元
の
特
産
米
を
テ
コ
に
地
域
活
性
化
を

進
め
る
レ
ポ
ー
ト
を
寄
せ
た
の
は
中
国
地
方

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
。 

 

岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
吉
備
高
原
の
南

端
に
位
置
す
る
人
口
約
五
三
○
○
人
の
赤
坂

町（
注
一
参
照
）。
ま
ち
に
は
一
面
に
水
田
が

広
が
り
、
岡
山
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
米
（
朝

日
米
）
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

 

ま
ち
は
農
業
（
稲
作
）
を
中
心
に
発
展
を

と
げ
て
き
た
も
の
、
高
齢
・
過
疎
化
が
進
み
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
た
。 

 

消
費
者
の
「
米
離
れ
」
が
加
速
す
る
な
ど

、

米
作
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
ま
ち
は
、
農
業
振
興
と
地
域
雇
用
創
出

を
目
的
に
九
五
年
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式

会
社
赤
坂
天
然
ラ
イ
ス
を
設
立
し
た
。
経
営

不
振
に
陥
る
第
三
セ
ク
タ
ー
が
多
い
こ
と
を

踏
ま
え
、
運
営
は
提
携
す
る
大
手
商
社
（
三

井
物
産
）
に
委
託
。
民
間
企
業
並
の
コ
ス
ト

意
識
の
も
と
、
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
を
製
造

す
る
「
炊
飯
加
工
事
業
」
に
乗
り
出
し
た
。

炊
き
方
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
「
冷
め
て
も
お

い
し
い
」
と
消
費
者
か
ら
好
評
。
売
上
げ
は

年
々
伸
び
、
創
業
六
年
目
（
○
一
年
）
に
は
、

累
計
売
上
が
一
○
○
億
円
を
突
破
し
た
。 

 

経
営
が
順
調
な
の
は
、
「
味
」
だ
け
で
な

く
、
生
産
能
力
の
高
さ
だ
。
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
一
日
二
万
五
○
○
○
食
の
弁
当

生
産
が
可
能
。
そ
の
た
め
中
国
地
方
だ
け
で

な
く
、
関
西
方
面
か
ら
の
引
き
合
い
も
あ
る

と
い
う
。 

 

事
業
の
発
展
に
伴
い
担
い
手
も
増
加
。
パ

ー
ト
も
含
め
一
二
○
人
程
の
雇
用
創
出
に
つ

な
が
っ
た
。 

 
赤
坂
天
然
ラ
イ
ス
で
は
今
後
、
米
粉
を
使

っ
た
お
好
み
焼
き
な
ど
新
た
な
商
品
開
発
を

進
め
る
方
針
。
躍
進
を
続
け
る
同
社
に
は
、

新
た
な
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
地
域
住
民
か

ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。 

 

（
注
　
赤
坂
町
は
今
年
三
月
に
近
隣
市
町

村
と
合
併
し
「
赤
磐（
あ
か
い
わ
）市
」
と
な

っ
た
） 

   

「
ゆ
ず
」
で
ま
ち
お
こ
し 

 

地
域
の
特
産
品
の
「
ゆ
ず
」
を
使
っ
た
ま

ち
お
こ
し
の
事
例
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
の
は
四

国
経
済
連
合
会
だ
。 

 

高
知
県
高
知
市
か
ら
車
で
約
二
時
間
。
県

東
部
の
山
間
部
に
あ
る
人
口
約
一
二
○
○
人

の
馬
路
（
う
ま
じ
）
村
。
面
積
（
一
六
五
平

方
㎞
）
の
九
六
％
が
山
林
で
覆
わ
れ
、
村
内

に
は
一
○
○
○
㍍
級
の
山
々
が
緩
や
か
な
稜

線
を
描
い
て
い
る
。 

 

か
つ
て
は
林
業
を
中
心
に
栄
え
て
い
た
も

の
の
、
貿
易
自
由
化
で
安
価
な
木
材
の
輸
入

が
は
じ
ま
る
と
、
村
の
基
幹
産
業
は
頭
打
ち

状
態
に
陥
っ
た
。 

 

地
域
経
済
が
疲
弊
の
色
を
強
め
る
な
か
、

林
業
に
代
わ
る
新
た
な
「
目
玉
」
と
し
て
、

白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
の
は
「
ゆ
ず
」
だ
。

村
で
は
、
古
く
か
ら
自
家
用
で
「
ゆ
ず
」
を

栽
培
す
る
家
庭
が
多
く
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、

樹
齢
一
○
○
年
を
こ
え
る
古
木
も
あ
る
と
い

う
。 

 

村
の
農
協
は
、
六
○
年
代
半
ば
か
ら
ゆ
ず

の
生
産
を
推
奨
し
は
じ
め
た
。
当
初
は
、
「
青

果
物
」
と
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の
の
、
担

い
手
の
高
齢
化
が
加
速
し
、
「
ゆ
ず
」
の
手

入
れ
に
十
分
に
目
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
果
実
の
見
栄
え
が
悪
く
、
売
れ

行
き
が
低
迷
。
ま
ち
お
こ
し
は
一
時
、
暗
礁

に
乗
り
上
げ
た
。 

 

そ
こ
で
七
○
年
代
後
半
、
そ
れ
ま
で
、
「
青

果
」
で
販
売
し
て
い
た
ゆ
ず
を
、
「
加
工
品
」

と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
に
方
針
を
展
開
。
八

○
年
代
半
ば
か
ら
は
、
「
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
・

ゆ
ず
の
村
」
や
「
ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の

商
品
開
発
を
進
め
、
京
阪
神
を
中
心
に
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
。
地
道
な
努
力
が
実
を
結

び
、
売
上
げ
が
増
加
し
た
。
九
○
年
に
は
、

ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
「
ご
っ
く
ん
馬
路
村
」
（
写

真
参
照
）
が
日
本
の
一
○
一
村
展
で
農
産
部

門
賞
を
受
賞
。
こ
れ
を
機
に
、
「
馬
路
村
の

ゆ
ず
」
は
全
国
の
消
費
者
に
知
れ
渡
る
。
九

五
年
に
一
三
億
円
だ
っ
た
売
上
が
、
○
三
年

に
は
倍
増
の
二
九
億
円
ま
で
達
す
る
な
ど
、

順
調
な
展
開
を
見
せ
る
。 

 

売
上
増
に
と
も
な
い
、
業
務
量
も
増
加
。

ゆ
ず
の
加
工
場
で
は
六
○
人
以
上
の
雇
用
が

創
出
さ
れ
、
市
役
所
を
抜
き
村
内
最
大
の
「
仕

事
場
」
へ
と
発
展
し
た
。 

　
九
の
研
究
機
関
か
ら
四
半
期
ご
と
に
回
答

を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
二
○
○
五
年
四
月
〜

六
月
期
と
、
七
月
〜
九
月
期
の
地
域
経
済
及

び
雇
用
情
勢
の
実
績
と
見
通
し
を
聞
い
た
。

四
〜
六
月
期
は
、
一
月
〜
三
月
期
と
比
較
し

「
好
転
」
「
や
や
好
転
」
「
横
ば
い
」
「
や

や
悪
化
」
「
悪
化
」
し
た
か
を
五
段
階
評
価

で
た
ず
ね
た
。
七
〜
九
月
期
も
同
様
に
四
〜 
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第２回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

六
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。 

 
そ
の
結
果
、
来
期
（
七
〜
九
月
期
）
の
地

域
経
済
を
「
好
転
」
、
「
や
や
好
転
」
と
明

る
い
見
通
し
を
示
し
た
の
は
、
北
陸
、
四
国
、

九
州
の
三
モ
ニ
タ
ー
。
残
り
の
六
モ
ニ
タ
ー

は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
。
「
悪

化
」
、
「
や
や
悪
化
」
と
先
行
き
の
厳
し
さ

を
示
す
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。
来
期
（
七
〜
九

月
期
）
の
雇
用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
予

測
し
た
の
は
常
陽
、
中
部
、
北
陸
、
四
国
の

四
の
研
究
機
関
。
残
り
五
つ
は
現
状
維
持
の

「
横
ば
い
」
と
回
答
。
経
済
動
向
と
同
じ
く
、

「
悪
化
」
、
「
や
や
悪
化
」
は
な
か
っ
た
。 

 

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
一
部
の
地
域
で

は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
改
善
が
進
み
、
景
気
回
復
の
す
そ
野
が

広
が
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
リ
ポ
ー
ト

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
半
面
、
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
し
て
、
原
油
高
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
、

企
業
の
収
益
圧
迫
要
因
と
し
て
懸
念
を
示
す

コ
メ
ン
ト
も
あ
が
っ
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
生
産
活

動
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

雇
用
統
計
の
改
善
を
指
摘
す
る
報
告
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
採
用
増
の
中

身
は
依
然
と
し
て
非
正
規
中
心
で
、
正
社
員

増
加
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
の
声
も
あ

が
っ
た
。
以
下
、
主
要
地
域
の
経
済
・
雇
用

情
勢
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

   

北
海
道
　

四
〜
六
月
期
は 

　
経
済
・
雇
用
と
も
改
善 

　
北
海
道
の
四
月
〜
六
月
期
の
地
域
経
済
の

動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
評
価
を
し
た
の
は

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
。 
 

四
月
〜
六
月
期
は
、
①
比
較
的
温
暖
で
好

天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
出
足

の
鈍
か
っ
た
衣
料
品
の
売
れ
行
き
が
順
調
に

伸
び
た
②
海
外
を
中
心
と
す
る
観
光
客
数
が

増
加
し
た
③
鉄
鋼
や
自
動
車
な
ど
の
輸
出
産

業
が
好
調
に
推
移
し
た
―
―
こ
と
な
ど
を
理

由
に
、
「
全
体
と
し
て
前
期
と
比
較
し
、
や

や
好
転
傾
向
に
あ
る
」
と
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。 

 

プ
ラ
ス
の
材
料
と
し
て
、
「
気
温
が
高
温

で
好
天
も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ー
ラ

ー
等
の
家
電
の
売
れ
行
き
が
好
調
。
夏
物
消

費
は
比
較
的
堅
調
に
推
移
す
る
こ
と
」
を
指

摘
。
マ
イ
ナ
ス
材
料
と
し
て
、
「
公
共
事
業

削
減
の
影
響
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
建
設
業

が
振
る
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
運
輸
業
で
は

原
油
高
が
燃
料
費
高
騰
に
つ
な
が
り
、
収
益

圧
迫
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
を
あ
げ
、

「
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
好
転
し
て

は
い
る
も
の
の
、
前
期
（
四
〜
六
月
期
）
と

比
較
す
る
と
横
ば
い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
の
実
績
は
「
や
や
好
転
」
と
し
た
も

の
の
、
七
月
〜
九
月
期
の
見
通
し
は
現
状
維

持
の
「
横
ば
い
」
と
し
た
。 
 

四
月
〜
六
月
期
は
、
「
失
業
率
の
低
下
、

有
効
求
人
倍
率
の
堅
調
な
推
移
な
ど
、
前
期

と
比
較
し
、
雇
用
環
境
は
明
ら
か
に
好
転
し

て
い
る
こ
と
」
か
ら
、
「
や
や
好
転
」
を
明

る
い
評
価
を
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
は
、
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

や
卸
小
売
関
連
か
ら
引
き
続
き
大
口
の
求
人

が
舞
い
込
み
、
全
体
と
し
て
は
好
調
を
維
持

し
て
い
る
」
と
明
る
い
展
望
を
示
す
半
面
、

「
求
人
の
中
心
は
依
然
と
し
て
非
正
規
。
正

社
員
求
人
が
伸
び
る
兆
し
は
な
い
」
と
道
内

雇
用
の
厳
し
い
現
実
を
踏
ま
え
、
「
比
較
的

好
調
だ
っ
た
四
月
〜
六
月
期
の
状
態
で
来
期

も
推
移
す
る
」
と
の
見
通
し
か
ら
、
現
状
維

持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
た
。 

   

中
部
経
済
　
来
期

は「
横
ば
い
」 

　
中
部
地
方
は
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
製
造
業
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
。
八

月
の
愛
知
県
の
有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整

値
）
は
、
一
・
七
一
倍
と
全
国
一
の
水
準
だ
。 

 

ま
た
、
九
月
二
五
日
に
閉
幕
し
た
愛
知
万

博
（
愛
・
地
球
博
）
は
、
累
計
入
場
者
数
が

目
標
値
（
一
五
○
○
万
人
）
を
大
幅
に
上
回

る
二
二
○
○
万
人
に
達
し
た
。
併
せ
て
、
新

設
の
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
の
利

用
者
も
順
調
に
伸
び
る
な
ど
、
中
部
経
済
は

明
る
い
話
題
に
事
欠
か
な
い
。 

 

中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
四
〜
六

月
期
の
経
済
動
向
を
、
①
消
費
、
住
宅
建
設
、

設
備
投
資
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
底
堅
く
堅
調

に
推
移
し
て
い
る
②
輸
出
入
と
も
に
増
勢
を

続
け
、
生
産
活
動
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い

る
―
―
こ
と
を
理
由
に
、
前
期
（
一
〜
三
月

期
）
と
比
較
し
「
横
ば
い
」
と
の
見
方
を
示

し
た
。 

 

七
〜
九
月
期
は
、
「
自
動
車
、
液
晶
、
鉄

鋼
な
ど
、
主
要
製
造
業
で
は
好
調
な
生
産
レ

ベ
ル
が
続
く
」
と
の
見
方
を
示
し
た
う
え
で
、

懸
念
材
料
の
原
油
高
は
、
「
コ
ス
ト
削
減
で

吸
収
す
る
方
針
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
こ

れ
ま
で
の
趨
勢
を
大
き
く
変
え
る
影
響
は
生

じ
な
い
」
と
し
て
、
中
部
経
済
の
先
行
き
を
、

現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
前
期
（
四

〜
六
月
期
）
は
、
好
調
な
生
産
活
動
を
反
映

し
、
失
業
率
や
有
効
求
人
倍
率
な
ど
の
雇
用

統
計
の
改
善
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
「
や

や
好
転
」
と
評
価
し
た
。
来
期
（
七
〜
九
月
）

も
、
企
業
が
原
油
高
へ
の
抵
抗
力
を
つ
け
、

生
産
は
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
と
み
て

い
る
た
め
、
「
や
や
好
転
」
と
明
る
い
見
方

を
示
し
た
。 

   

関

西
　
来
期
は
経
済
・
雇
用
と
も 

　
「
横
ば
い
」 

　
関
西
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ
ル
家
電

と
対
中
国
輸
出
が
地
域
経
済
を
牽
引
し
て
き

た
。
こ
こ
に
き
て
、
家
電
部
門
以
外
で
も
明

る
い
動
き
が
見
ら
れ
、
関
西
経
済
の
回
復
の

す
そ
野
が
広
が
っ
た
様
相
だ
。 

 

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
四
月
〜
六
月

期
の
地
域
経
済
動
向
を
、
「
企
業
の
設
備
投

資
の
増
加
」
と
「
個
人
消
費
持
ち
直
し
」
の

点
か
ら
「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
。 

 

設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
好
業
績
を
背
景

に
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲
が
高
い
点
を
指

摘
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
関
西
経
済
を
牽
引
し

て
き
た
家
電
だ
け
で
な
く
、
化
学
・
鉄
鋼
分

野
で
も
、
前
年
と
比
べ
高
い
伸
び
を
示
し
た

点
を
あ
げ
る
。
一
方
、
個
人
消
費
は
、
百
貨

店
売
上
高
や
家
電
・
自
動
車
販
売
な
ど
で
、

ゆ
る
や
か
な
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
好
転
の
理
由
と
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
の
関
西
経
済
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
①
個
人
消
費
は
回
復
基
調
と
は
い
え
、

力
強
さ
に
は
欠
け
る
②
原
油
価
格
高
騰
に
よ

る
企
業
の
コ
ス
ト
増
と
価
格
転
嫁
に
よ
る
消

費
意
欲
の
減
退
③
対
中
国
輸
出
の
動
向
が
不

透
明
―
―
を
理
由
に
、
現
状
維
持
の
「
横
ば

い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
は
、
①
有
効
求
人
倍
率
が
三
三
カ
月

連
続
で
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
を
続
け
て
い
る

②
失
業
率
も
回
復
傾
向
で
、
全
国
平
均
と
の

差
を
縮
め
つ
つ
あ
る
―
―
こ
と
を
理
由
に
、

前
期
と
比
較
し
、「
や
や
好
転
」
と
判
断
し
た
。 

 

七
月
〜
九
月
期
は
、
①
日
銀
大
阪
支
店
の

短
観
Ｄ
Ｉ
に
よ
る
と
大
企
業
・
中
堅
企
業
に
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第２回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

　
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
」
は
、

地
域
に
軸
足
を
お
い
て
調
査
研
究
活
動
を
実

施
す
る
九
つ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
、
四
半

期
ご
と
に
雇
用
・
労
働
情
報
を
収
集
し
、
本

誌
上
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
す
る
も

の
。
今
回
は
、
八
月
下
旬
に
回
答
い
た
だ
い

た
○
五
年
度
第
二
回
モ
ニ
タ
ー
結
果
か
ら
、

前
半
で
各
地
の
「
食
」
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
策
を
、
後
半
は
地
域
の
経
済
・
雇
用
情
勢

を
き
い
た
。 

　
モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
㈱
北
海
道
二
一

世
紀
総
合
研
究
所（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大

学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー（
青
森
）、
財
団
法
人

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー（
茨
城
）、
財
団
法

人
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会（
愛
知
）、

財
団
法
人
北
陸
経
済
研
究
所（
富
山
）、
財
団

法
人
関
西
社
会
経
済
研
究
所（
大
阪
）、
社
団

法
人
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
広
島
）、

四
国
経
済
連
合
会（
香
川
）、
財
団
法
人
九
州

経
済
調
査
協
会（
福
岡
）。 

調
査
の
概
要
 

は
雇
用
過
剰
感
が
見
ら
れ
る
②
都
市
部
以
外

は
雇
用
が
厳
し
い
―
―
こ
と
を
あ
げ
て
、
先

行
き
「
横
ば
い
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。 

   

九
州
経
済
　
来
期
は「
や
や
好
転
」 

　
九
州
地
区
で
は
近
年
、
自
動
車
産
業
や
デ

ジ
タ
ル
機
器
関
連
の
工
場
進
出
が
相
次
ぐ
。

こ
う
し
た
状
況
を
う
け
、
九
州
経
済
調
査
協

会
は
、
地
域
経
済
の
実
績
を
現
状
維
持
の
「
横

ば
い
」
と
す
る
も
の
の
、
見
通
し
は
「
や
や

好
転
」
と
の
明
る
い
見
方
を
示
し
た
。 

 

四
〜
六
月
期
は
、
プ
ラ
ス
材
料
と
し
て
、

①
自
動
車
関
連
産
業
の
設
備
投
資
が
引
き
続

き
高
水
準
を
維
持
し
た
②
雇
用
や
消
費
に
も

明
る
さ
が
見
ら
れ
た
―
―
こ
と
を
あ
げ
る
。

一
方
、
マ
イ
ナ
ス
理
由
と
し
て
、
①
半
導
体

の
生
産
調
整
が
長
期
化
し
て
い
る
②
受
注
対

応
型
の
機
械
生
産
が
一
服
し
て
い
る
―
―
こ

と
を
指
摘
し
、
「
生
産
に
弱
い
動
き
が
見
ら

れ
る
」
と
す
る
。
併
せ
て
、
同
協
会
が
独
自

に
実
施
す
る
景
気
動
向
調
査
で
四
〜
六
月
期

は
、
前
期
（
一
〜
三
月
期
）
と
同
水
準
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
現
状
維
持
の

「
横
ば
い
」
と
評
価
し
た
。 

 

七
〜
九
月
期
は
、
消
費
面
に
つ
い
て
は
、

雇
用
環
境
の
改
善
か
ら
、
七
月
の
百
貨
店
販

売
額
は
増
加
に
転
じ
、
大
型
小
売
店
も
マ
イ

ナ
ス
幅
が
縮
小
し
て
い
る
点
を
あ
げ
る
。
生

産
面
で
は
、
①
半
導
体
は
底
入
れ
し
て
回
復

に
向
か
う
期
待
が
強
い
②
今
秋
か
ら
、
ト
ヨ

タ
九
州
や
ダ
イ
ハ
ツ
の
増
産
が
予
定
さ
れ
て

い
る
―
―
こ
と
か
ら
、
前
期
比
較
で
「
や
や

好
転
」
と
先
行
き
に
明
る
い
見
通
し
。 

 

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
四
月
〜

六
月
期
は
「
や
や
好
転
」
と
評
価
す
る
。
理

由
と
し
て
は
、
就
業
者
数
の
増
加
を
指
摘
。

「
四
〜
六
月
期
は
、
医
療
・
福
祉
分
野
を
中

心
に
、
就
業
者
数
は
前
年
同
期
比
で
九
万
人

増
。
公
共
事
業
削
減
が
続
く
な
か
、
民
間
住

宅
投
資
の
影
響
で
、
建
設
業
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
た
こ
と
」
を
あ
げ
る
。 

 
七
月
〜
九
月
期
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持

の
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
。
理
由
と
し
て
、

「
先
行
指
標
と
な
る
新
規
求
人
倍
率
の
伸
び

が
鈍
化
し
て
い
る
点
」
を
指
摘
。
併
せ
て
、

「
求
人
広
告
掲
載
件
数
や
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の

稼
働
時
間
も
、
一
時
の
急
激
な
伸
び
に
比
べ
、

鈍
化
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
景
気
が
さ
ら

に
上
昇
し
な
い
限
り
、
雇
用
情
勢
の
一
段
の

改
善
は
難
し
い
」
と
先
行
き
に
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
た
。 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


